
 

１．「酪農フィールド科学演習」 

（１）





 

 
      Ⅰ－１－６） どのような内容の授業だったか  

 
ה       ─₈ з₉  
ה       ─₈ ₉ 

ה ─₈ ⱨ▫כꜟ♪ ─ ⱨ▫כꜟ♪ ₉ 
ה ─₈ ⱨ▫כꜟ♪ ₉ 
ה ─₈ ⱨ▫כꜟ♪ ─ ₉  

ה       ─₈ ─ⱨ▫כꜟ♪ ₉ 
ה       ─₈ ⱨ▫כꜟ♪ ─ ⱨ▫כꜟ♪ ₉ 
ה       ─₈ ⱨ▫כꜟ♪ ₉ 
ה       ⱨ▫כꜟ♪  
ה       ⱨ▫כꜟ♪  

ה ─ ╩ ⁸CTD╩ ╤⇔√╡⇔≡⁸ ╩ ═╢ 
ה       ─  

ה ─ ⁸  
ה ⁸ ⁸ ⅞  

ה       ⅎ⁸ ╡ 
ה       ─ ⌐ ⇔≡™╢ ╩ ═╢  
ה       ─  
ה       ≢─  
 
 



 

ガイダンス

46%

パンフレット

15%

先輩から

2%

ネットで

7%

その他

29%

Ⅰ－２ 【授業に参加するにあたっての情報入手について】 
 

（コメント） 

・本演習に関する情報は大学のガイダンス時が約５割を占めており、パンフレットやネットを通した

情報入手は２割以下に留まっていた。実施初年度ということもあり、情報が十分に行きわたってい

なかったと考えられるので、次年度はパンフレット以外にもポスター等を作成して各大学へ配布す

るとともに、ホームページの充実を図るなどしてネットを活用した情報配信を強化する必要がある

と考えられた。 

 

 

 

授業のことを、何を通して知ったか（複数回答可） 

 
≢☻fi♄▬●ה    
≢♩♇꜠Ɽfiⱨה    
ה   ⅛╠  
≢♩♇Ⱡה    
─⧵ה    
 
 
 
 
 
Ⅰ－３ 【授業に参加した理由について】 

 

（コメント） 

・最も強い受講理由は、「単位取得」を目的とするものが２割、次いで「体験学習だから」、「志望分

野と関係するから」、「広い知見を得たいから」、「食と農について学べるから」、「自分の大学には

ない授業科目だから」がいずれも１割程度となっており、受講動機は分散していた。二番目に強い

動機についても「体験学習だから」、「単位取得」をはじめとして志望動機は様々であったが、最も

強い動機では比較的回答数の少なかった「おもしろそうだから」、「他大学の学生と交流できるから」

等を挙げる回答が多かった。農学系の学生であっても、専門分野をより深く習得することだけが動

機とは限っておらず、受講目的は多岐にわたっていた。 

 

 

 



 

自分の大学

にはない授

業科目だか

ら 10%

体験学習

だから

13%

単位が

取得できる

から 21%現在の

志望分野に

関係するか

ら 13%
食と農につ

いて学べる

から 10%

広い知識を

得たいから

11%

他大学の学

生と交流で

きるから 3%

友人が参加

するから

3%

おもしろ

そうだから

5%

その他

11%

Ⅰ－３－１） 最も強い動機はどれだったか  

 
ה  ─ ⌐│ ™ ∞⅛╠  
ה  ∞⅛╠  
ה  ⅜ ≢⅝╢⅛╠  
ה  ─ ⌐ ∆╢⅛╠  
ה  ≤ ⌐≈™≡ ═╢⅛╠  
ה  ™ ╩ √™⅛╠  
ה  ─↓≤╩ ╡√™⅛╠ ⌂⇔ 
ה  ─ ≤ ≢⅝╢⅛╠  
ה  ⅜ ∆╢⅛╠  
╠⅛∞℮⧵╤⇔╙⅔ה   
─⧵ה   
ה    ≤┤╣№™√⅛∫√ 

ה ⇔≡⅔ↄ╟℮⌐ ╦╣√ 
ה ─ ∆╢ ∞⅛╠ 

 
 
 
 
Ⅰ－３－２） 二番目に強い動機はどれだったか  
 
ה  ─ ⌐│ ™ ∞⅛╠  
ה  ∞⅛╠  
ה  ⅜ ≢⅝╢⅛╠  
ה  ─ ⌐ ∆╢⅛╠  
ה  ≤ ⌐≈™≡ ═╢⅛╠  
ה  ™ ╩ √™⅛╠  
ה  ─↓≤╩ ╡√™⅛╠ ⌂⇔ 
ה  ─ ≤ ≢⅝╢⅛╠   
ה  ⅜ ∆╢⅛╠  
╠⅛∞℮⧵╤⇔╙⅔ה   
─⧵ה   
ה   ⇔√ ⱨ▫כꜟ♪ ⅜ ⅛∫√─≢ 
 
 

自分の大学に

は無い授業科

目だから 5%

体験学習

だから

19%

単位が取得

できるから

19%

現在の志望

分野に関係



 

そう思う

37%

自分の大

学にも類す

る科目があ

37%



 

多すぎる 5%

丁度良い

92%

少なすぎる

3%

授業の定員数について

大変良

かった

66%

まあまあ

良かった

34%

他大学の学生と同じ

授業を受けたことについて

Ⅰ－５ 【他大学の学生との交流等について】 

 
（コメント） 

・９割以上の受講生が今回の定員数における他大学生との交流に満足していた。 

・今回の演習では異なった大学の学生間で交流をはかれるようにするために、可能な限り、異大

学の学生で各班を構成したが、本学の受講生は数が多かったので、１グループに複数人入ること

もあり、班内においては他大生との交流の機会が制限された。 

 

 

 

Ⅰ－５－１） この授業は定員３０名に制限しているが（今回は４０名）、この定員数につ

いて  

 
ה   ∆⅞╢  
ה   ™  
ה   ⌂∆⅞╢  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－５－２) 他大学の学生と同じ授業を受けたことについて  

 
ה   ⅛∫√  
№╕№╕ה   ⅛∫√  
╡╕№ה   ↄ⌂⅛∫√ ⌂⇔ 
ה   ⅛∫√ ⌂⇔ 
  



 

活発にで

きた

24%

まあまあ

できた

63%

あまり

できな

かった

13%



 

強くそう思う

47%

まあまあ

そう思う

50%

あまり

そう思わな

い 3%

講義・実習・発表の３部構成は

授業を理解するうえで有効だと思うか

実習

100%

３部構成のうち最も面白かったもの

Ⅰ－６ 【この授業は３泊４日の集中形式で、講義・実習・発表の３部から構成されてい

る】 

 
（コメント） 

・授業は演習形式（講義＋実習＋発表）で行われた。すべての受講生は実習が最も面白かったと

回答しており、大部分の学生は講義と発表を組み合わせることで授業内容が理解し易くなると感

じていたようである。 

・４日間の日数については、８割以上の受講生が「丁度良い」と回答していたが、「短すぎる」との

意見も１割程度見られた。 

 

 

Ⅰ－６－１） こうした組み合わせは、授業を理解するうえで有効である  

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－６－２） ３つの部分のうち、最も面白かったもの  

 
ה   ⌂⇔ 
ה    
ה   ⌂⇔ 
 
  



 

丁度良い

89%

短すぎる

11%

４日間の日数について

強くそう思う

37%

まあまあ

そう思う

25%

あまり

そう思わない

38%

自分の得たものを考えると

参加費は妥当か

Ⅰ－６－３） ４日間の日数について  

 
ה   ∆⅞╢ ⌂⇔ 
ה   ™  
ה   ∆⅞╢  
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－７ 【参加費に関して】（広大生以外）  

 
（コメント） 

・宿泊施設に関してはほぼ全ての受講生が参加費から考えて妥当と答えていたのに対して、食事

については４割の学生が不満を持っていた。後出の演習全体の感想においても食事に関する不

満が挙げられており、受講生からすれば質・量ともに価格に見合っていないと感じたようである。

食事については全ての受講生の要望に応えることが難しいので、次年度以降はそれぞれの学生

自身の費用負担で食事内容や量を選ぶことができる学食の利用を組み込む等の工夫も必要であ

ると考えられるが、朝・夜については時間的に困難であることも予想される。 

・参加費は多少高くても宿泊場所や食事を改善して欲しいとの要望もあるので、宿泊施設を変更

することは難しいかもしれないが、食事については検討の余地があると考えられた。 

 

 

Ⅰ－７－１）自分の得たものを考えると参加費は妥当 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ∕℮ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
  



 

まあまあ

そう思う

56%あまり

そう思わな

い 19%

全く

思わない

25%

参加費から考えて

食事に満足できたか

強くそう思う

56%

まあまあ

そう思う

38%

あまり

そう思わない 6%

参加費から考えて

宿泊施設に満足できた

Ⅰ－７－２）参加費から考えて、食事に満足できた 

 
ה   ↄ∕℮ ℮ ⌂⇔ 
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－７－３）参加費から考えて、宿泊施設に満足できた 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
  



 

Ⅰ－７－４） 参加費をもっと高くしても食事と宿泊施設をよくしてほしい  

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
     Ⅰ－７－５）参加費がどの程度までなら参加するか 

10,000ה      15,000  
16,000ה      20,000 ⌂⇔ 
21,000ה      25,000  
26,000ה      30,000 ⌂⇔ 
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™ ⌂⇔ 
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

強くそう思う

25%

まあまあ

そう思う

75%

参加費をもっと高くしても

食事と宿泊施設をよくしてほしい

10,000～

15,000円

75%

21,000～

25,000円

25%

参加費がどの程度まで

なら参加するか



 

強くそう思

う 82%

まあまあ

そう思う

18%

フィールド科学演習の形式は

物事を考える上で有意義である

強くそう思

う 76%

まあまあ

そう思う

24%

この演習によってフィールド科学の

幅広さや面白さを知った

Ⅰ－８【酪農フィールド科学演習全体についての感想】 

 
（コメント） 

・すべての受講生が、講義とフィールド実習を合わせた本演習の形式に満足しており、フィールド

科学の幅広さや面白さを知ったと答えていた。 

・８割以上の受講生が、本演習を通して食と農に関する興味や関心が高まり、農学系学問分野へ

の理解が深まったと感じており、今後も食と農について関心を持ち続けたいと回答していた。この

ことから、農学系の学生に「食」と「農」についてさらに理解させるという本演習のねらいがある程度

達成されたものと考えられた。 

・多くの受講生が、行動力や積極性、コミュニケーションスキルについて高まったと感じていたが、

チームワークやリーダーシップなど、協調性をもってグループをまとめあげる能力については肯定

的な意見が７割程度にとどまった。 

・本演習全般については９割以上の受講生がほぼ満足したものと考えられた。 

 

 

Ⅰ－８－１） このフィールド科学演習の形式は通常の講義だけの授業よりも、物事を考

える上で有意義である  

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™ ⌂⇔ 
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
Ⅰ－８－２） この演習によって、フィールド科学の幅広さや面白さを知った  

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™ ⌂⇔ 
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 



 

強くそう思う

47%

まあまあ

そう思う

40%

あまり

そう思わな

い 13%

強くそう思う

68%

まあまあ

そう思う

29%

あまりそう思

わない 3%

強くそう思う

60%

まあまあ

そう思う

32%

あまり

そう思わな

い 8%

Ⅰ－８－３） この演習を受講してこの分野についてもっと知りたくなった  

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－８－４） この演習によって、農学系学問分野（食と農の関わりを含む）への理解が

深まり、 

視野を広く持てるようになった  

→⌂╦╕№╕ה⧵ↄ╕№╕ה

⌂╦╕№╕ה

ה ↄ ╦⌂

   

��

� G � d = > 6 P

ה⧵ↄ╕№╕ה ╦⌂₨

ה ╦⌂₆

ה ↄ ╦⌂



 

強くそう思う

66%

まあまあ

そう思う

29%

あまり

そう思わない

5%

食料生産の重要性について

考えるようになった

強くそう思う

78%

まあまあ

そう思う

19%

あまり

そう思わない 3%

今後も食と農に対して

関心を持ち続けたい関Ⱬそう思う



 

強くそう思う

50%

まあまあ

そう思う

42%

あまり

そう思わない 8%

学習意欲が高まった

強くそう

思う

18%

まあまあ

そう思う

66%

あまり

そう思わない

13%

全く思わない

3%

他大学の学生との交流により

コミュニケーションスキルが高まった

強くそう思う

37%

まあまあ

そう思う

39%

あまり

そう思わない

21%

全く思わない 3%

グループ単位の実習によって

チームワークに対する意識が高まった

 
 
Ⅰ－８－９）この演習によって、これからの学習意欲が高まった 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－８－１０）他大学の学生と交流することによって、コミュニケーションスキルが高ま

った 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™  
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－８－１１）グループ単位の実習によって、チームワークに対する意識が高まった 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™  
 
 



 

強くそう思う

13%

まあまあ

そう思う

39%

あまり

そう思わない

37%

全く思わない

11%

グループ単位の実習によって

リーダーシップをとる力が高まった

非常に

満足した

48%

まあまあ

満足した

47%

あまり満足

できない

5%

参加する前の期待度に比べて

満足度はどうか

強くそう思う

71%

まあまあ

そう思う

29%

来年度以降も開講してほしい

 
 
 
Ⅰ－８－１２）グループ単位の実習によって、リーダーシップをとる力が高まった 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™  
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－８－１３）参加する前の期待度に比べて満足度はどうか 

 
ה   ⌐ ⇔√  
№╕№╕ה   ⇔√  
╡╕№ה   ≢⅝⌂™  
ה   ↄ ≢⅝⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－８－１４）この演習を来年度以降も開講するのが良い 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™ ⌂⇔ 
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 



 

強くそう思う

63%

まあまあ

そう思う

37%

この講義を後輩にも勧めたいと思った

強くそう思う

81%

まあまあ

そう思う

19%

他大学の講義を受講できる機会を

もっと増やしてほしい

 
 
 
Ⅰ－８－１５） 今回の演習を受講して後輩にも勧めたいと思ったか  

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™ ⌂⇔ 
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－９ 【その他】  
 
（コメント） 

・すべての受講生が他大学で講義を受講する機会を増やして欲しいと回答しており、本講義も含

めて、今後さらに大学間で教育を通した連携が必要であると考えられた。 

 

 

 

Ⅰ－９－１）酪農フィールド科学演習以外にも他大学の講義を受講できる機会をもっと 

増やしてほしい（広大生以外） 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™ ⌂⇔ 
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 



 

肯定的な意見

74%

否定的な意見

26%

受講者の意見

 
 
 
Ⅰ－９－２） フィールド演習一般についての受講生の意見  

 

・大多数の回答がフィールド演習一般についてではなく、今回の演習に対する意見や感想であっ

たので、今回の演習に対する意見を中心に肯定的意見と否定的意見に分類した。 

 
ừ ⁸  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
֘ ⌂ ה ֙ 
 
ה  ─ ∆╢ ≢│ ⌂≥⌐≈™≡ ┬ ⅜⌂™─≢⁸ ─ ⌐╟∫≡⁸

╕≢ ∂⌂⅛∫√↓≤╛ ⅎ⌂⅛∫√↓≤╩√ↄ↕╪ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ╩

⌐ ╙℮≤ ∫√⁹ 
ה  ─ ≢│ ⅜™⌂™─≢⁸ ─ ≢⇔⅛ ╠⌂™↓≤⌐≈™≡ ⌐

╩ ∫≡ ╣╢↓≤⌐ ⌐ ┘⅜№╢ ⌐⁸ ≢ ∂√╙── ⅜╟╡ ⅜ ╕

╢─≢⁸ⱨ▫כꜟ♪ │ ⌐ ™╙─∞≤ ℮⁹ 
ה ╕≢ ⇔√↓≤─⌂™↓≤╛⁸№╕╡ ∆╢ ─⌂™↓≤╩ ≢⅝√⇔⁸

─ ≤™╤™╤ ╙≢⅝⁸™≈╙⌂╠ ℮↓≤─⌂™ ─ ╩ ↄ↓≤⅜

≢⅝≡ ™ ⌐⌂∫√≤ ℮⁹ 
ה  ⌐ⱨ▫כꜟ♪≢ ╩ ℮↓≤≢⁸ ─ ↕╛ ⌂≥╩ ⌐⇔╖≡

∂╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 
ה ⌂ ⅜≢⅝⁸ ─ ⇔↕╩ ╢≤ ⌐ ╙ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁸ ⇔√

≢⇔√⁹ 



 

ה ╩ ≡≡™╢ ─ ⌐≈™≡ ╩ ∫≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝√↓≤│⁸≤≡

╙ ⅛∫√⁹ ⁸ ⌐ ╣╢↓≤⌂╪≡ ⌐≢⅝⌂™≤ ℮⁹  
ה ⇔≡™√╟╡╙⁸ ╩ ≢⅝≡ ≢⅝√⁹ 

ה  №╢─≢⁸ ─ ≤ ─ ╩ ≢⅝√─≢╟⅛∫√⁹ 
ה  ≢⅝⌂™ ⅜≢⅝≡ ⇔⅛∫√⇔⁸⅝≈™ ╙™™ ⌐⌂∫√⁹ 
ה ₁⌂ ⅜≢⅝≡ ⅛∫√⁹ ⌐ ╘≡ ⇔√ ╡≤Ᵽ♃כ ╡⅜ ⇔⅛∫√⁹

─ ╙ ⌂≥│ ∞∫√↑≥⁸ ⌐ ⇔≡ ⅜ ╕∫√⁹ 
ה ⌐ │ ↑╢═⅝∞≤ ℮╟℮⌂ ⌂ ∞∫√⁹ 
ה ≢ ⅜Ɫכ♪∞∫√⅜ ™ ⌐⌂∫√⁹ 
ה ⌐ ↄ↓≤│⁸™≈╙≤ ℮ ≢ ≢⅝╢⅛╠™™≤ ∫√⁹ 

ה  ─ ─ ≤ ≢⅝╢™™ ╡ ╖∞≤ ™╕∆⁹ 
ה  ─ ≤ ∆╢↓≤≢⁸ ⌐│⌂™ ⅎ ╛ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝≡⁸

™ ∞≤ ℮⁹ 
ה  ⁸ ─ⱨ▫כꜟ♪⌐ ⇔≡™╢⅜⁸ ⁸ ─ ≤─ ⅜ ⇔

╖≢⌂╠⌂™⁹ ─ ╩ ⅛⇔≡ ╪∞↓≤│ ⌐╙ ╢─≢⁸≤≡╙™™

∞≤ ℮⁹ 
ה ─ ≤─ │╙∟╤╪⁸ ≢⅝╢≤↓╤╛ ─ ⅛╠ ╩ ↑╢

≤↓╤⅜≤≡╙╟™≤ ℮⁹ 
כ♃Ᵽה ╡⅜ ⇔⅛∫√⁹≢╙ ♩ꜟ◓כꜜ≢─╢№⅜ ╡≤⅛⌐⇔√╠™™⌂№

≤ ℮⁹ 
ה  ─ ≢│ ═∏⁸ ─ ≢│ ╢↓≤╙ ∂╢↓≤∆╠ ⌂™

╛ ⇔╖╩ ┘ ╦ⅎ≡™™⁹ 
™™ה ⅜≢⅝╢™™ ⌂─≢⁸ ╙ ↑≡╒⇔™≢∆⁹  
ה │ ─∆┌╠⇔™ ⌐⇔≡╒⇔™⁹ 

 
 
 
֘ ⌂ ה ֙ 
 
ה  ╛∫√↓≤≤⅛┬∫≡™√↓≤⅜ ∆⅞╢ ⅜⇔√⁹ 
ה  │⁸ ⌐ ≢ ∫√ ⅜ ∞∫√─⅜ ⇔ ⁹ 
℮╙ה  ⇔ ╩ ╛⇔≡╒⇔™⁹ 
─ⱪכꜟ◓ה  ⅜ ⇔ ⅛∫√─≢ ℮ ≢⅝⌂⅛∫√ ╙™╢─≢│⌂™⅛

≤ ℮⁹ ⌂≥⅜ ⇔≡⇔╕∫≡≢⅝⌂™⌂≥  
ה  ⅜ ⁸ ≤╙ ⁹ ╩ ⅎ╢═⅝⁹ ─┤≤╪⅜≤≡╙ ⌐ↄ™⁹ 
ה  ╩╙℮ ⇔⁸ ⇔≡╒⇔™⁹ 



 

よく理解できた

49%

まあまあ

理解できた

51%

講義内容について

０回

63%

１～４回

37%

講義の内容について

質問をしたり意見を述べたか

きちんと

取った

11%

まあまあ

取った

50%

あまり

取らなかった

34%

全く

取らなかった 5%

講義のノートやメモを取ったか

  
 
Ⅱ 授業に関する質問】 

 

Ⅱ－１－１



 

強くそう思う

38%まあまあ

そう思う

57%

あまり

そう思わない 5%

講義内容は実習を理解する

ための手助けとなったか

講義全体に

関して

47%
各講義に

関して

33%

教員に関して 3%

家畜に関して 7% 全体の

感想

10%

講義のどのような部分が面白かったか

搾乳

10%

ブラッシング

10%

牛乳試飲・

バター作り 10%

飼料作物 40%

家畜育種

10%

人工授精

20%

各講義の面白かった部分

 
 
 
Ⅱ－１－４）講義内容は、この授業全体や実習の意味や目的、内容を理解させるものだっ

たか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－１－５）講義のどのような部分が面白かったか 

 
ừ ⁸  
 
  



 

ừ ⌐ ⅛∫√ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה  ⌐ ╛ ╩⇔⌂⅜╠ ┬↓≤⌐╟∫≡⁸ ─ ╩↕╠⌐ ↄ ⌐≈↑╢

↓≤⅜≢⅝√≤ ℮⁹ 
ה ↄ∞↑≢⌂ↄ⁸ ⌐ √╡⁸ ∆╢ ≢ ≢⅝╢ ⅜╟⅛∫√⁹  
ה ─ ⌐ ⌐ ≢ ╢ ∞∫√─≢⁸ ∆╢↓≤⅜ ⅛∫√≤ ℮⁹ 
ה │ ≤ ─ ⅜ ⌂∫≡™╢≤↓╤⅜№∫√─≢⁸∕╣⅜ ⅛∫√⁹ 
ה ╟╡╙⁸ ╩ √╡∆╢↓≤⅜≢⅝√↓≤⁹  
ה ≢╙ ⇔√ ∞∫√⅜⁸ ⌐ √╡ ⌐ ╣√╡⇔√≤↓╤⅜

≤ ∫≡™≡ ⅛∫√⁹ 
ה │ ∫≡™√↓≤⅜ ⅛∫√√╘⌐ ↄ│⌂⅛∫√⅜⁸ ⌐⌂∫√⁹ 

 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ─ ╖ ═⁸Ᵽ♃כ ╡⁸Ⱬ▬꜠כ☺─ ⅜ ⇔⅛∫√⁹ 
ה ⁸Ⱪꜝ♇◦fi◓⅜ ⌐ ⇔⅛∫√⁹ 
ה ⅜ ⇔⅛∫√⁹ 
ה ⌐ ∆╢↓≤⅜ ⅛∫√⁹ 

ה  ─ ⌐ ╣√╡≢⅝≡╟⅛∫√⁹ 
ה ─ ⅜ ⅛∫√⁹ 
⁸⇔↓╤╙℮≥ה ─ ⅜ ⇔⅛∫√⇔ ⇔╛∆⅛∫√⁹ 
 

 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ─ ─ ⅜ ↑≡≤≡╙╟⅛∫√⁹ 

 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה  ⌐ ∆╢ ⅜ ╕∫√⁹ 
ה  ─ ≢│ ╩ ∫≡™⌂™√╘⁸ ⌐≈™≡─ │╒≤╪≥ ∫≡™⌂

™⁹∞⅛╠ ─ ╛ ⌂≥╩ ═√─⅜ ⅛∫√⁹ 
 
֘ ─ ֙ 
ה  ⌂ ╩ ↄ ╢↓≤⅜≢⅝√ ⁹ 
ה  ⇔≡™╢ ≤ ⌂╢─≢⁸ ⅜ ╠⌂™ ╩ ↄ ╢↓≤⅜≢⅝≡

⅛∫√⁹ 
ה  ╠⌂™↓≤╩ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 



 

QTL解析

50%

飼料作物

25%

遺伝子 25%

各講義の理解しにくかった部分

講義全体に

関して

42%

各講義に

関して

21%
教員に関して 5%

体調面に

関して

32%

講義のどの部分が理解しにくかったか

Ⅱ－１－６）講義のどの部分が理解しにくかったか 

 
ừ ⁸ ⌐⌂⇔╩ ╗  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ừ ⌐ ⇔⌐ↄ⅛∫√ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה  ⌂≥⌐ ⇔≡─ ╩⇔≡™╢↓≤╩ ⌐ ╩↕╣╢≤⁸ │∕─╟℮⌂

╩⇔≡™╢ ≢│⌂™─≢⁸ ∞∫√⁹ 
ה  ─ ≢│⌂™─≢⁸ ∞↑╩ ™≡╙╟ↄ ≢⅝⌂ↄ≡ ∫√⁹ 
ה ⇔≡™╢ ≤ ⌂╢─≢⁸ ╠⌂™ ⌂≥⅜№╡⁸ ⇔⌐ↄ™ ⅜

№∫√⁹ 
ה ⌂↓≤⅜ ↄ⁸ ─ ™≈⅛⌂™ ⅜№∫√⁹  
ה ≢ ⌂ │╒≤╪≥ ↑≡™⌂™─≢⁸ ─ ⅜╦⅛╠⌂⅛∫√⁹  
ה ⅛╠ ℮ ⌐≈™≡─ ⌂─⅛≥℮⅛╦⅛╠⌂⅛∫√⁹  
ה ≢⅝√⅜⁸ ─ ≤⅛│ ↄ╦⅛╠⌂™∞╤℮⌂≤ ∫√⁹  
ה ╘≡ ↑√ ⌂╠⁸╙∫≤ ⌂ ⅜ ∑√⅛╙⇔╣⌂™⅜⁸ ≤╙ ⅎ⌂

™⁹ 
 

֘ ⌐ ⇔≡֙ 
QTLה ⅜⁸ ─ ⅜ ↄ≡╦⅛╡⌐ↄ⅛∫√⁹ 
♩☻◦▪כ◌כQTL╛ⱴה ⌐≈™≡⁸╙℮ ⇔ ⅜╒⇔™≤ ∫√⁹ 
ה ─ ⅜ ⇔⌐ↄ⅛∫√⁹ 
ה ─ │╛│╡ ⇔™≤ ∫√⁹ 



 

強くそう思う

66%

まあまあ

そう思う

31%

あまり

そう思わない 3%

実習は面白かったか

積極的に

参加した

63%

まあまあ

積極的だった

37%

実習にどのように参加したか

֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ─ ⅜ ↄ↕∑√⁹ 
 

֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה  ╣≢⁸ ↄ⌂╢⅛╠ ⇔⌐ↄ™⁹ 
ה  ⅜ ≤ ─ ⌂─≢⁸ ⅜ ╣√⁹ 
ה  ⅜ ↄ⁸ ⅛∫√⁹ 
ה  ≢─ ╩⇔⁸↔ ╩ ═√№≤⌂─≢⁸ ─ ⅜ ↑⁸ ╟╡

⌐ ⇔⌐ↄ⅛∫√⁹ 
ה  ─ ⌐ ─√╘⁸ ╣≡ ≢⅝⌂™ ⅜№∫√⁹ 
  
 
Ⅱ－２【今回の実習について】 

Ⅱ－２－１）実習は面白かったか 
 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－２－２）実習にどのように参加したか 

 
ה   ⌐ ⇔√  
№╕№╕ה   ∞∫√  
╡╕№ה   ≢⌂⅛∫√ ⌂⇔ 
ה   ↄ ≢⌂⅛∫√ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 



 

０回 3%

１～４回

81%

５回以上

16%

実習の際に質問したり意見を述べたか

強くそう思う

60%

まあまあ

そう思う

37%

あまり

そう思わない 3%

実習によって講義内容を理解できたか

Ⅱ－２－３）実習の際、先生や実習補助者に何回質問したり意見を述べたりしたか 

 
ה    
ה    
ה    
   
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－２－４）実習があることによって、講義内容を理解できるようになったか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
  



 

ブラッシング

19%

家畜との

触れ合い

25%

搾乳 19%

除角・去勢

12%

人工授精

13%

バター作り

6%

その他

6%

各実習の面白かった点

実習全体に

関して

26%

各実習に

関して

50%

家畜に関して

13%

技術職員に

関して

8%

実習の感想 3%

実習で面白かった点

Ⅱ－２－５）実習で面白かったのはどのような点か 

 
ừ ⁸  
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ừ ⌐ ⅛∫√ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ⌐ ⅛∫√⁹  
⅜≥↓⌂╤™╤™ה ≢⅝√⁹ 
ה ≢│ ≢⅝⌂™↓≤╩ ⌐ ≢⅝√↓≤╛⁸ ≤√ↄ↕╪ ╣ ⅎ√↓≤⁹  
ה ∆╢↓≤≢⁸™≈╙ ╦⌂™╟℮⌂ ╙ ╕╣≡⅝≡⁸╟╡ ↄ─ ╩ ╠╣

√≤ ℮⁹ 
ה ─ ╩ ≢ ≢⅝√─≢⁸ ⌐ ⅛∫√⁹ 
ה ╩ ╢╙─∞∫√─≢⁸ ─ ─ ≤ ≢ⱪ꜠♀fi╩ ╢↓≤⅜≢⅝√

⅜╟⅛∫√⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
Ⱪꜝ♇◦fi◓⇔√↓≤╛⁸ה ╩ √↓≤⁹ 
≥™√╖≡∫╛ה ∫≡™√ ╛Ⱪꜝ♇◦fi◓⅜ ⅛∫√⁹ ∞∫√─│

─≤↓╤≢⁸ ╩ ∫√↓≤≤ ⌐ ∆╢≤↓╤╩ √↓≤⁹ 
ה ⌐ ∫≡ ™⅛↑√↓≤⁹ 
Ⱪꜝ♇◦fi◓⁸ה ה √∟≤─ ╣ ™⁹ 



 

ה ⌐⅛⅛╦╠∏⁸ ╛ ⁸╘╪ ⌂≥─ ╙≢⅝√↓≤⁹ 
ה │Ɫ◦◗⌂≥⌐ ╣≡ ⇔⅛∫√⁹ 
ה ⌂≥ ⌂↓≤╙ ≢⅝≡ ⅛∫√⁹ 
כ♃Ᵽה ╡⁸ ─ ╛ ╛╡⁸ ─ ⁹ 
ה ⁸ ⁹ 
ה ╡⌂≥⁸ ╘≡ ∆╢↓≤⅜ ⅛∫√⁹ 
ה ⅜ ⅛∫√⁹  
ה ⌐ ↕╪⇔⅛≢⅝⌂™ ╛⁸ ╩ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝√─│╟⅛∫

√⁹ 
ה │ ╖╢↓≤⅜≢⅝⌂™ ╩ ╠╣√⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ≤ ╣ ⅎ√⁹ 
ה ⅜⅛╦™⅛∫√⁹ 
ה ╣ ℮↓≤─≢⅝⌂™ ╩ ≢ ≡⁸ ╣╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 
ה ⅜ ∫≡™√╟╡ ⌐ ╣≡™≡ ⅛∫√⁹ 
ה ⅜⅛╦™⅛∫√⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ─╖⌂↕╪≤ ≢⅝√⁹ 
ה ─ ⅜ ⇔ↄ≡⁸ ╙ ⇔⅛∫√⇔╛╢ ⅜ √⁹ 
ה ─ ─ ╙⁸ ↕╪⌐ ≢⅝√↓≤⁹ ⌐⁸ ⌐ ╦∫≡™

╢ ⌐ ╩ ↑√↓≤⁹ 
 
֘ ─ ֙ 
ה ≢ ╩ ╣√ ≤ ∂↓≤╩⇔√─≢⁸ ⇔ ╣√ ≈⅝≢ √≤ ℮⁹ 
 
 
  



 

実習全体に

関して

21%

タイム

スケジュール

に関して

47%

教員に関して

11%

家畜および

環境に関して

11%

待遇に関して 5%

その他 5%

実習で改善してもらいたい点

Ⅱ－２－６）実習で改善してもらいたいのはどのような点か 

 
ừ ⁸ ⌐⌂⇔╩ ╗  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ừ ⌐ ⇔≡╙╠™√™ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה з≤ ⅜╒≤╪≥ ∂⌂─≢⁸ ─↓≤╙⇔√⅛∫√⁹ 
ה з≤ ∂ ─╙─⅜ ↄ⁸ ↕⅜ ⌂⅛∫√⁹ 
ה ⌐╟∫≡⁸≢⅝╢ ⌐ ⅜≢⅝≡ↄ╢↓≤⁹ 
 
֘♃▬ⱶ☻◔☺ꜙכꜟ⌐ ⇔≡֙ 
ה ⅜ ⌂™⁹ 
ה ⅜╙℮ ⇔∞↑ ↄ ≢⅝╢╟℮⌐⇔≡╒⇔™⁹ 
℮╙ה ⇔ ™ ⁸ ╩⇔√™≤ ∫√⁹ 
ה ≈ ≈─ ⅜ ™⁹ 
ה ⌐♃▬ⱶ☻◔☺ꜙ⁹♩▬♃⅜ꜟכ ⇔√ ∂⅜⇔⌂⅛∫√⁹ 
ה ⅜╙∫≤╒⇔™⁹ 
⅔ה ─ ⅜ ™⁹ 
ה ─ ─ │ ™⌐ↄ™⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ≢│⌂™─≢⁸╦⅛╠⌂™↓≤⅜ ⅛∫√↑≥⁸ ∫≡™╢↓≤ ─╟℮⌐

>0>.



 

ある 92%

ない

8%

発表経験があるか

強くそう思う

18%

まあまあ

そう思う

53%

あまり

そう思わない

29%

発表は大変苦労したか

֘ ⅔╟┘ ⌐ ⇔≡֙ 
℮╙ה ⇔ ≤ ⇔√™⁹ 
 ⁹™⅔⌐─☺כ꜠▬◘ה
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ⌐╙ ⁸ ⁸Ᵽ☻╩ ≢⅝╣┌╟╡ ™≤ ℮⁹ 
 
֘∕─ ֙ 
ה ╩ ⇔≡╒⇔⅛∫√⁹ 
ה ─ │ ⁹ 
 
 
Ⅱ－３【今回の発表会について】 

 

Ⅱ－３－１）これまでに発表経験があるか 
 
╢№ה    
™⌂ה   

 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－３－２）発表は大変苦労したか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 



 

強くそう思う

24%

まあまあ

そう思う

68%

あまり

そう思わない 8%

発表のチームワークはうまくできたか

強く

そう思う

11%

まあまあ

そう思う

68%

あまり

そう思わない

16%

全く思わない 5%

発表内容に満足しているか

強くそう思う

19%

まあまあ

そう思う

68%

あまり

そう思わない

13%

発表のための手法が身についたか

Ⅱ－３－３）発表のチームワークはうまくできたか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－３－４）発表内容に満足しているか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™  
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－３－５）発表のための基礎的な手法が身についたか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™ ⌂⇔ 
 
   
 
 
 



 

強くそう思う

39%

まあまあ

そう思う

53%

あまり

そう思わない 5%

全く思わない 3%

発表によって講義や実習が理解でき、

有意義であったか

発表準備に

関して

17%

発表会に

関して

58%

他大学との

交流に関して

17%

発表方法に

関して

8%

発表会について良かった点

Ⅱ－３－６）発表をすることで、講義や実習内容がより理解でき、有意義であったか 

 
ה   ↄ∕℮ ℮  
℮⧵№╕№╕ה   ℮  
℮⧵╡╕№ה   ╦⌂™  
ה   ↄ ╦⌂™  
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－３－７）発表会について良かったのはどのような点か 

 
ừ ⁸  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ừ ⌐ ⅛∫√ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ⌐ 1 ─Ɽ♁◖fi╩ ⇔≡╙╠∫≡⁸USB╛⁸ ╩ ╡ ╣╛∆™╟℮⌐⇔≡™

√∞™√≤↓╤⅜╟⅛∫√⁹ 
ה ─ ≤ ⇔ ™⌂⅜╠ ─ ⅜≢⅝√⁹ 
─ⱪ꜠♀fiה ─√╘⌐ ╩⇔⌂ↄ≡╟⅛∫√─⅜╟⅛∫√⁹ 
─Ɽ꞉ⱳה ™ ╩ ∆╢↓≤≢ ─ ⌂≥─ ⌐ ⇔≡ ⌐⌂∫√≤ ℮⁹ 
ה ⌐ ⌂™ ≢─ ∞∫√─≢⁸∕─ ⌐≥╣∞↑─╙─⅜≢⅝╢⅛╦⅛∫√─



 

≢╟⅛∫√⁹ 
ה ⌐ ≈Ɽ♁◖fi⅜№∫√↓≤⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ─ ─ ╩ ™≡⁸™╤╪⌂ ⅎ╛ ⅜ ↑√─≢╟⅛∫√⁹ 
ה ─ ─ ╩ ↄ↓≤⅜≢⅝√⇔⁸◓ꜟכⱪ─ ≤─ ─⅝∫⅛↑⌐⌂∫√⁹ 
≢ⱪכꜟ◓─╣∙╣⧵ה ⅎ ⅜ ₁∞∫√─≢⁸ ™≡™≡ ⅛∫√⇔⁸ ⌐⌂∫

√≤ ℮⁹ 
⌂╤™╤™ה ⅜ ↑√⁹ ∫≡╙™⌂⅛∫√ ⅜№∫√⁹ 
ה ∆╢↓≤≢⁸ ─ ─ ⅎ╙ ╣√⁹ 
ה ⅜ ↄ№∫√─≢⁸↕╕↨╕⌂ⱪ꜠♀fi╩ ╢↓≤⅜≢⅝√↓≤⁹ 
ה ─ ─ ⅎ ⅜ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⁹≢⅝⌂ↄ≡╙⁸ ⅎ ⅜ ⌂╢ ≤≥

╩ⱶכ♅≡⇔⌐℮╟─ ╪≢™ↄ⅛╩ ⅎ╢ ╩╙╠∫√⁹ 
⌂╪╖ה ─ ╩ ∫≡╕≤╘≡™≡∆┌╠⇔™≤ ∂√⁹ 
ה ⅜ ⇔⌂™╟℮⌂▪▬♦▫▪╩ ─ ⅜ ⇔≡™√⁹ 
ה ─ⱪכꜟ◓─ ⌂ ⅎ╩ ╢↓≤⅜≢⅝≡╟⅛∫√⁹ 
5ה ∞∫√─≢☻ⱶכ☼⌐ ╪∞⇔⁸ ─ ─ ╙ ↑≡╟⅛∫√⁹ 
ה ∞∫√⅛╠⁸ ╢─╙⁸ ↄ─╙⁸ ⇔≡Ɽ♇≤≢⅝√⁹ 
ה ─ ↕⌐ ⇔≡ ⅜∟╞℮≥╟⅛∫√⁹ 
─↓≤ה ╙ ⌐╦⅛╡╛∆ↄ╕≤╕∫≡™≡╟⅛∫√⁹ 
ה ⅜ ⌂⅛∫√⁹ 
ה ─╖≢ ╦╠∑╢╟╡⁸╕≤╘≤⇔≡╙ ⅎ≡╟⅛∫√⁹ 
⌂╪╖ה ∂╟℮⌂ ∞∫√─≢⁸╖╪⌂─ ⅜ ⌂™≤ ⅛∫≡╟⅛∫√⁹ 
 
֘ ≤─ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ─ √∟≤ ≢⅝√↓≤⁹ 
ה ─ ≤◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ╡⌂⅜╠ ╛ ⅎ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 
≢⌂╪╖ה ≢⅝√⁹ 
ה ≢ ⌐ ⅜≢⅝√⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ⌐№╠⅛∂╘ ⅎ√↓≤╩ ™≡⁸∕╣╩ ⌂⅜╠ ∆╢─≢│⌂ↄ∕─ ≢⇔∫

⅛╡ ⌐⇔≡ ≢⅝√⁹ 
ה ™ 5 ∞∫√─≢⁸◦fiⱪꜟ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝≡⁸№╕╡ ⌐⌂╠⌂ↄ≡╟

⅛∫√⁹ 
ה │№╢⅜⁸ ≢ ∆ ⌐⌂╢↓≤⁹ 



 

発表準備

に関して

22%

発表会に

関して

50%

発表テーマ

に関して

14%

設備に関して 7%

班に関して 7%

発表会で改善してもらいたい点

Ⅱ－３－８）発表会で改善した方が良いと思われるのはどのような点か 

 
ừ ⁸ ⌐⌂⇔╩ ╗  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ừ ⌐ ⇔≡╙╠™√™ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ⅜ ™⁹ 
ה ─ ╩ ╛⇔≡╒⇔™⁹ 
ה ⌐ ╢╕≢─ ╩╙∫≤ ⇔⅛∫√⁹ 
ה ⇔ ™─ ⅜⁸ ≢│⌂™ ⌐╙⇔≡╙╠™√™⁹ 
ה ⇔ ™─ ⅜╙℮ ⇔№∫√ ⅜╟⅛∫√⅛⌂≤ ∫√⁹ 
ה ⌐ ∆╢─⅜⇔╪≥⅛∫√⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
℮╙ה ⇔ ─ ⅜ ⇔™⁹ 
℮╙ה ⇔ ╩ ↄ⇔√ ⅜ ™ ⁹ 
ה ∆╢ ╩ ≢│⌂ↄ≡⁸ⱣꜝⱣꜝ⌐⇔≡╒⇔⅛∫√⁹ 
─≥↔ⱪכꜟ◓ה ⅜ ╦∫√ ⁸ ⅜№╢≤ ™⁹ 
ה │⁸ ⌐⇔√ ⅜™™≤ ℮⁹ 
ה ↔≤─ ─ ™◖ⱷfi♩⅜ ⇔™⁹ 
ה ⅜№╣┌↕╠⌐ ⅜ ╕∫√⁹ 
≥∫╙ה ™≡™╢ ─ ╩ ™≡ ≢⅝╣┌╟⅛∫√⁹ 
℮╙ה ⇔╝∫ↄ╡│∫⅝╡ ⌐ ⇔√⅛∫√⁹ 
℮╙ה ⇔ ╢═⅝∞∫√⁹ 



 

良かった点

33%

カリキュラムの改

善点 3%

時間管理の

改善点 5%

交流の

改善点

13%
食事の

改善点 8%

広大生の

待遇の改善点

38%

酪農フィールド演習の感想

֘ ⌐ⱴכ♥ ⇔≡֙ 
⅜ⱴכ♥ה ⅝™⁹ 
ה ⌐ ⅜ⱴכ♥≡⇔ ∆⅞╢⁹ 
╩ⱴכ♥ה ≈⌐ ╘╠╣≡™╢─≢⁸⅛⌂╡⅛┬∫≡™√⁹ √∟≢ ╘√╡⁸

⅛╠⅛ ═╢≤⅛╙™™─⅛⌂≤ ∫√⁹ 
╩ⱴכ♥ה ≈⌐ ╢≤⁸╛│╡ √╟℮⌂ ⅜√ↄ↕╪ ╢╟℮⌐ ⅎ╢─≢⁸

⅛─ ⅛╠ ╪≢ ╘√ ⅜ ™─≢│⌂™⅛≤ ∫√⁹ 
 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ∆╢Ɽ♁◖fi│▬fi♃כⱠ♇♩⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⇔√ ⅜ ™≤ ℮⁹ 
♩♇Ⱡה │ ⁹ 
 
֘ ⌐ ⇔≡֙ 
ה ≢⁸ √╡ ╣⅜ ⅝™⁹ 
ה ⁸№╕╡ ∑∏ ─↓≤╩ ⇔√╡⁸ ⌂™ ╩⅛™√╡⇔≡ ╪≢™╢

≢ⱪכꜟ◓⁸⌐─√™╙ ∂ ≤™℮─│⅔⅛⇔™≤ ℮⁹ 
 
 
Ⅱ－４【今後の食農フィールド科学演習について】 

 

Ⅱ－４－１）この演習についての良い点や改善すべき点等の感想 
 
ừ ⁸ ⌐⌂⇔╩ ╗  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

ừ ⌐ ≤⇔≡ ⅜ →≡™√ כꜞ◗♥◌╩ ⌐ ∆╢⁹ 
 
֘ ⅛∫√ ֙ 
ↄ↔∫∆ה ⇔ↄ≡ ⌂ ╩↕∑≡™√∞™√⁹ 
ה ⌐ ⇔ↄ ≢⅝√⁹№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 
⌂╤™╤™ה ⅜≢⅝≡ ⌐ ⇔⅛∫√⁹№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 
⌂╤™╤™ה ╩⇔√╡⁸ ↄ↓≤⅜≢⅝√─≢⁸≤≡╙ ⇔√⁹ 
─↓ה │☻ⱶכ☼⌐ ℮↓≤⅜≢⅝≡™≡⁸ ⅜⌂⅛∫√≤ ℮⁹ 
ה ∆╢↓≤─≢⅝⌂™↓≤╩√ↄ↕╪╛╠∑≡™√∞™√⁹ ─ⱨ▫כꜟ♪ ⌐

╦∫√∆═≡─ ↕╪⁸№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 
ה ⅜ ⅛∫√─⅜╟⅛∫√⁹ 
ה ⅜ ↄ⁸ ⌐ ≢⅝╢⁹ 
ⱪ⅜⁸כꜟ◓ה ה ─ ─ √∟≤─ ╖ ╦∑∞∫√↓≤⁹ 
ה ─ ≢│≢⅝⌂™ ╩≢⅝╢↓≤⁸ ─ ≤ ≢⅝╢↓≤│≤≡╙ ™

↓≤∞≤ ℮⁹ 
ה ─ ≢│ ⌂↓≤╙№∫√⅜⁸≥╣╙│∂╘≡─↓≤┌⅛╡∞∫√─≢⁸

╡ ⇔╘√⁹ 
ה ⅜ ⌐ ™╙─∞∫√─≢ ╙ ╩⇔√⅜⁸↓─ⱨ▫כꜟ♪ │ ─ ⅛

╠ ─√╘⌐⌂╡⁸╕√ │ ≤™℮ ─ ─ ≢╙№╢─≢⁸ ⌐ ⌂

∞∫√⁹№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 
ה ∆┌╠⇔™ⱨ▫כꜟ♪ ⅜≢⅝≡≤≡╙ ⇔≡™√⁹ 
 
֘◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ֙ 
ה ╩╙℮ ⇔ ╛⇔≡╒⇔™⁹ 
 
֘ ─ ֙ 
ה ─╝≤╡⅜╒⇔™⁹ ─ ⅜ ⇔™⁹ 
ה ╩╙∫≤ ∫≡™↑√╠™™≤ ∫√⁹ 
 
֘ ─ ֙ 
ה ╩ ⇔≡╒⇔™⁹ 
ה ─ ≤ ≢⅝╢ ⅜ ⌂⅛∫√⁹ 
ה ≢ ─ ≤⇔⅛ ≢⅝⌂⅛∫√⁹ 
ה │ ≥╢∆╡√⇔╩ⱶכ◕─ ™≤ ℮⁹ 
ה ─ ─ ╖ ╦∑╩ ⅎ╢⌂≥⇔≡▪◒☿fi♩╩≈↑╢═⅝⁹ 
 



 

֘ ─ ֙ 
ה ─ ה ⅜ ⌂∆⅞╢⇔⁸ ⅜ ⌐ ⇔≡ ∆⅞╢⁹ 
ה ─ ≤ ─ ⁹ 
ה ⅜⁸ ≤ ∫≡™⌂™╟℮⌂ ⅜⇔√⁹ ⅜ ∫≡™√╡Ν 
 
֘ ─ ─ ֙ 
ה ─ ⅜ ∞∫√⁹ 
ה ☿fi♃כ⌐ ⌐ ╕╡√⅛∫√⁹ 
ה ╙ ╕∫√ ⅜ ≢⅝╢⇔ ╙≢⅝╢─≢╟⅛∫√⅛⌂⁸≤ ™╕∆⁹№≤

╙⁹ 
ה ─⅔ ↄ╠™│ ⌐╙ ⇔≡╒⇔⅛∫√⁹ 
ה ╖ ╩ ќ ⌐∆═⅝⁹ ↄ∞≤ ⅜╕╕⌂╠⌂™⇔⁸⅔ ╩

≤∫≡≢╙ ⅜№╢≤ ™⁹ 
ה │ ≢ ↑∏⌐⁸ │ ⇔≡╙╠ⅎ√╠ꜝ◒⌐⌂╢≤ ℮⁹╕√│ ╩

╛∆⌂≥⁹ 
ה ─ ⌐╙ ⅜№╢≤ ™⁹▪fi◔⁸≡∫≥╩♩כ ה ╩ ↄ⁹ ─

≤ ─ ╩ ⇔∆⅞≡™╢ ⅜⇔√⁹ 
ה ─ │⁸ ⌐≤∫≡│ ⌐⌂╢╟℮⌐ ∂√⁹ ╙ ⅛∫√⇔⁸⅔

╙ ⌂™─│ ⇔ ∞≤ ∫√⁹⅔ ⅜ ╢─≢№╣┌ │∕─╕╕≢╙ ™≤

℮⁹╕√⁸ ☿fi♃כ⌐ ≤™℮ ╙ ≢⅝╣┌⇔≡╒⇔™≤ ∫√⁹ ─

╙ │ ╪∞ ≢⁸ ∆╢ │№╢─⅛⌂≤ ⌐ ∫√⁹ 
ה ⌐╙ ∞↑≢╙ ⇔≡╒⇔™⁹ ⌂™─⌂╠⁸ ─ ≢│ ╡⌂⅛

∫√⁹ 
ה ☿fi♃כ┼─ ─ ⅜ ⌂─⅜ ⅛∫√⁹ ╕╠⌂ↄ≡╙⁸ ↔│╪∞↑≢╙

⌐ ═╢≤⅛⁸Ᵽ☻╩ ⇔≡╒⇔⅛∫√⁹ ╙ ≢⅝⌂ↄ≡⁸ ╕╠⌂™↓≤

⅜ ∞∫√⁹ ⅜ ╕╢⁸≤™℮◦☻♥ⱶ≢│⌂ↄ≡⁸ ⇔√╠ ∏ ╕

╢≤™℮↓≤⌐⇔≡⁸ ╩ ⌐⇔√ ⅜™™≤ ℮⁹ 
ה I≤ ╩⅛┬╠∑⌂⁹ 
ה ∂ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⅛∫√⅜⁸ ⇔⅛∫√↑≥ ─↓≤╙╛∫≡╖√⅛∫√⌂⁸

≤ ∫√⁹ 
ה ⅜⁸ ⌐│ ∂╙─∞∫√─≢ ─ √∟⌐ ⅎ╠╣≡╟⅛∫√↑≥⁸

⌐│ ℮↓≤╩⇔≡╖√⅛∫√⁹ 
ה ╙№╢≤™℮↓≤╩ ╘⌐ ⅎ≡╒⇔⅛∫√⁹ 
ה ≢─ │╖╪⌂≢Ᵽכⱬ◐ꜙכ⇔√╡⇔≡≤≡╙ ⇔⅛∫√─≢ ⇔

∞∫√⁹ 
 


